
⼤学に⼊学した⽉から⼤学を卒業する⽉まで72か⽉間（６年間）

⽉額10万円（年額120万円）

⼤阪府内の医師少数地域の医療機関（病院）
泉州（岸和⽥・泉佐野など）・中河内（東⼤阪・⼋尾など）
北河内（枚⽅・守⼝など） ・堺市

将来⼤阪府で地域の医療に従事する意欲のある医学⽣を⽀援

救急・周産期・⼩児救急・総合診療（・感染症）

従事分野

貸与⾦額

貸与期間

1

・関⻄医科⼤学 ５名以内
・⼤阪公⽴⼤学 ５名以内
・近畿⼤学 ３名以内
・⼤阪医科薬科⼤学 ２名以内

設置⼤学
及び定員

地域医療確保修学資金貸与制度（地域枠制度）

従事要件

従事地域

⼤阪府内の医療機関（病院）で９年間勤務



地域枠医師等を対象としたキャリア形成プログラム
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〇新キャリア形成プログラム（２０２０年度⼊学⽣（現４年⽣）以降に適⽤）
２０１９年度以前⼊学⽣については希望があれば適⽤。

〇旧キャリア形成プログラム（２０１９年度⼊学⽣（現５年⽣）以上に適⽤）
以下の２つのコースから選択する。
コース 府内勤務 診療科 勤務地域

診療科コース ９年
５年
・周産期（産婦⼈科・産科・新⽣児外科）
・⼩児（⼩児科・⼩児外科）
・救急科
・総合診療

制限なし

地域医療コース ９年 制限なし
５年 医師不⾜地域の公⽴病院
・北河内
・中河内
・堺市
・泉州

府内勤務 診療科 勤務地域

９年
５年
・周産期（産婦⼈科・産科・新⽣児外科）
・⼩児（⼩児科・⼩児外科）
・救急科
・総合診療

４年 医師不⾜地域
・北河内
・中河内
・堺市
・泉州

大阪府地域枠の卒後義務について
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地域枠医師の内訳

令和４年度
初期臨床研修医 2年⽬（14名）

【希望診療科】
内科、外科（新⽣児外科）、整形外科、
脳神経外科、放射線科、救急科、
産婦⼈科、⼩児科

【初期臨床研修を修了（卒後３年⽬以降）した地域枠医師数及び今後の予測】

【初期臨床研修中の地域枠医師数（令和４年度）】
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初期臨床研修
１年目

初期臨床研修
２年目

５ ６

２ ２

３ ４

３ ２

13 14

令和4年度
卒後3年⽬以降の地域枠医師（12名）

【所属診療科】
内科（内分泌）、整形外科、⿇酔科、
救急科、産婦⼈科、泌尿器科、⼩児科



⼤阪府地域枠卒業医師の勤務先例（令和５年４⽉現在）
○総合周産期母子医療センターに指定された医療機関又は地域周産期母子医療センターに認定された医療機関における

産婦人科・産科・小児科（新生児診療業務に限る）・新生児科・小児外科・新生児外科における診療業務

○小児中核病院に指定された医療機関又は小児地域医療センターに指定された医療機関における

小児科・新生児科・小児外科・新生児外科における診療業務

（ただし、少なくとも３年間は小児地域医療センターにおいて指定診療業務に従事すること。）

○救命救急センターにおける診療業務

市立豊中病院、大阪大学医学部附属病院、済生会吹田病院、国立循環器病研究センター、愛仁会高槻病院、大阪医科薬科大学病院、

関西医科大学附属病院、市立東大阪医療センター、八尾市立病院、近畿大学病院、阪南中央病院、ベルランド総合病院、

大阪母子医療センター、泉大津市立病院、りんくう総合医療センター、淀川キリスト教病院、大阪市立総合医療センター、

愛仁会千船病院、愛染橋病院、大阪赤十字病院、大阪公立大学医学部附属病院、大阪急性期・総合医療センター、北野病院

中核病院：大阪大学医学部附属病院、大阪医科薬科大学病院、関西医科大学附属病院、近畿大学病院、大阪母子医療センター、
北野病院、大阪市立総合医療センター、大阪公立大学医学部附属病院

小児地域医療センター：市立豊中病院、済生会吹田病院、国立循環器病研究センター、愛仁会高槻病院、市立ひらかた病院、
市立東大阪医療センター、八尾市立病院、大阪はびきの医療センター、PL病院、堺市立総合医療センター、ベルランド総合病院、
和泉市立総合医療センター、泉大津市立病院、淀川キリスト教病院、大阪旭こども病院、JCHO大阪病院、愛仁会千船病院、
大阪赤十字病院、愛染橋病院、大阪急性期・総合医療センター

大阪大学医学部附属病院、済生会千里病院千里救命救急センター、大阪医科薬科大学病院、関西医科大学附属病院、

関西医科大学総合医療センター、大阪府立中河内救命救急センター、堺市立総合医療センター、大阪府泉州救命救急センター、

近畿大学病院、岸和田徳洲会病院、大阪市立総合医療センター、大阪公立大学医学部附属病院、大阪急性期・総合医療センター、

大阪医療センター、大阪警察病院、大阪赤十字病院



⼤阪府地域枠卒業医師の勤務先例（令和５年４⽉現在）
○大阪府医師確保計画で定める総合的な診療能力を有するために必要な診療業務

専門研修３年間：総合診療専門研修の基幹施設に指定された医療機関

大阪大学医学部附属病院、市立池田病院、吹田徳洲会病院、大阪医科薬科大学病院、関西医科大学附属香里病院、星ヶ丘医療センター、野崎徳洲会病院、
八尾徳洲会総合病院、松原徳洲会病院、堺市立総合医療センター、耳原総合病院、府中病院、和泉市立総合医療センター、大阪公立大学医学部附属病院、
大阪市立総合医療センター、国立大阪医療センター、西淀病院

総合診療専門研修資格取得後：上記総合診療専門研修の基幹施設に指定された医療機関に加え、
新家庭医療専門研修の基幹施設に指定された医療機関又は病院総合診療専門研修の基幹施設に指定された医療機関
・新家庭医療専門研修の基幹施設に指定された医療機関：大阪医科薬科大学病院、星ヶ丘医療センター、堺市立総合医療センター、耳原総合病院、

府中病院、阪南市民病院、大阪公立大学医学部附属病院、西淀病院
・病院総合診療専門研修の基幹施設に指定された医療機関：大阪大学医学部附属病院、済生会千里病院、大阪医科薬科大学病院、関西医科大学附属香里病院、

市立東大阪医療センター、耳原総合病院、和泉市立総合医療センター、大阪市立総合医療センター、住友病院

○（参考：平成31年４月以前入学生のみ）人口当たりの病院従事医師数が大阪府全体の数値を下回る二次医療圏に所在する公立病院等

北河内医療圏、中河内医療圏、堺市医療圏、泉州医療圏 の公立病院 （＊三島医療圏には公立病院はありません）

専門研修４年間：総合診療科と内科専門研修のダブルボードが可能な基幹施設に指定された医療機関
市立池田病院、吹田徳洲会病院、大阪医科薬科大学病院、星ヶ丘医療センター、松原徳洲会病院、堺市立総合医療センター、耳原総合病院、府中病院、
大阪市立総合医療センター、大阪医療センター、西淀病院

ダブルボード取得後：感染症学会認定病院または感染症指定医療機関
・感染症学会認定病院：大阪大学医学部附属病院、国立循環器病研究センター、大阪医科薬科大学病院、関西医科大学附属病院、若草第一病院、近畿大学病院、

大阪はびきの医療センター、松原徳洲会病院、堺市立総合医療センター、近畿中央呼吸器センター、浅香山病院、りんくう総合医療センター、
大阪公立大学医学部附属病院、大阪市立総合医療センター、国立大阪医療センター、済生会中津病院、北野病院、大阪赤十字病院、大阪警察病院

・感染症指定医療機関：市立豊中病院、大阪刀根山医療センター、高槻赤十字病院、市立ひらかた病院、大阪複十字病院、阪奈病院、
大阪はびきの医療センター、堺市立総合医療センター、近畿中央呼吸器センター、りんくう総合医療センター、
大阪市立総合医療センター、大阪市立十三市民病院

・総合診療コース

・感染症コース



キャリア形成卒前支援プラン 地域枠・自治医科大学別

・従事要件先となる医療機関に勤務する地域枠ＯＢ・ＯＧ医師の職場訪問

・地域枠設置大学及び大阪府による地域医療講義（診療科別講義）

①：地域医療講義【地域枠】

③：病院見学【地域枠】 新規

１ 対象：地域枠学生 全学年
２ 時期：年2回（5～6月頃、11月～12月頃）
３ 内容：地域枠指定領域（産科・小児科・救急科・総合診療）や地域医療に関する講義を実施

１ 対象：地域枠学生 ４年生
２ 時期：随時
３ 内容：地域枠学生が、地域医療に関する具体的なキャリアイメージを掴めるよう、大学と大阪府が連携し、

従事要件先となる医療機関に勤務する先輩医師を訪問し、意見交換等を行う機会を提供

・指定診療業務に関するスキルアップセミナー

１ 対象：地域枠学生 ４年生～6年生
２ 時期：随時
３ 内容：地域枠の指定診療領域（産科・小児科・救急科・総合診療）に関する知識及び

技能の習得を目的とした ハンズオン等によるセミナーを実施

新生児セミナー

・自治医科大学学生を対象とした地域医療研修
１ 対象：自治医科大学 １年生～５年生
２ 時期：8月
３ 内容：地域医療に従事する認識を深めるため、保健所や府内医療機関等での実習・見学、全体講義等を実施

②：診療科別セミナー【地域枠】

④：夏期研修【自治医大】

7



キャリア形成卒前支援プラン 地域枠・自治医科大学別

・学生主催の交流会・勉強会（地域枠×自治医）を支援
地域枠及び自治医科大学学生が主体となり、自主的に開催する交流会や勉強会の実施をサポート

⑦：ネットワーク支援 新規

・地域枠及び自治医科大学学生を対象とした就業前研修

１ 対象：地域枠学生及び自治医科大学学生 6年生
２ 時期：3月末頃
３ 内容：地域医療に従事するにあたっての心構え、求められる役割・責任についての意識を深めるため、

地域枠及び自治医科大学学生を対象とした合同研修を実施

⑥：就業前研修

・大阪府地域医療支援センター長によるキャリア形成面談

１ 対象：地域枠学生及び自治医科大学学生 全学年
２ 時期：随時
３ 内容：１年生に対して地域枠や自治医の制度説明や、卒前・卒後のキャリア形成に関する面談、

５、６年生に対して初期臨床研修や専門研修など卒業後の進路に関する面談を実施

⑤：キャリア形成面談

8⇒ 提案：各大学で地域枠の学生同士が集まってサークル活動のようなグループをつくってはいかがでしょうか？



キャリア形成卒前支援プランの例

1年 2年 3年 4年 5年 6年

大阪府

大学

キャリア形成面談

就業前研修
（府庁訪問）

診療科別セミナー

キャリア形成面談 キャリア形成面談

交流会・勉強会（地域枠×自治医） 学生主催

臨床実習（Ｃ－Ｃ）

臨床医学
（小児・周産期・救急等）

早期体験実習1 早期体験実習2 医療プロフェショナリズム コア

社会医学
（医学医療と社会）
衛生学・公衆衛生

社会医学
（地域と産業保健）

救急医学

病院見学

地域医療講義（各大学の教授等による地域医療に関する講義及び府地域枠制度説明）大学
＋

大阪府
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